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要旨：『北京官話 今古奇觀』は金國璞の手による『今古奇觀』

の翻案本である。及匯園（『川汧巷博曄囑論人』、『噴眉隻励槙劾

爺』を収める）は 1904 定（明治 37 年）、第二編（『葡弌麓㌢氏竃

芳燕』、『山暴垤際突御麼』を収める）は 1911 定（明治 44 年）に

それぞれ上梓されている。金國璞の翻案の目的はその書名が示す

とおり、北京官話のテキストとして世に供することであり、当然

当時の北京官話の実態を反映しているものと思われる。本稿は下

に示す北京語資料および普通話との比較を通してその言語の性

格を探ろうとするのが目的である。言語的特徴において本書と比

較的よく一致しているのは『小額』であり、この二書が同一の北

京語内方言地区の言語によるのではないかという推測は一応成

り立つ。しかしながら、それを確定するためには更に多方面から

の調査・分析が不可欠である。 
 筆者はこれまで『眉論励吶』『凰囂仟園』など清末のいくつか

の北京語資料についてその言語を記述してきたので、今後はその

結果を基礎に北京語の全体像を捉えることを目指したいと考え

ている。 
キーワード：北京語、清末、普通話、小額、給 

 
  
0.哈冱 

《北京官話 今古奇觀》（以下、酒各《今古》）峺議頁金國璞1) 議個

園云《今古奇觀》。及匯園（《川汧巷博曄囑論人》、《噴眉隻励槙劾爺》）

竃井噐 1904 定（明治 37 年），第二編（《葡弌麓㌢氏竃芳燕》、《山暴垤
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際突御麼》）竃井噐 1911 定（明治 44 年）。金國璞個園緩慕議朕議頁勣

委臼奨郊三議仁云戻工公匯違酎巉。咀緩辛參範為万曳熟嶢糞仇郡啌阻

輝扮議臼奨三中嘆。 

云猟宥狛斤參和臼奨三彿創議曳熟，宙亟竃（describe）《今古》議

囂冱蒙弼。 

《碕促知》（撹慕噐 1750 年恣嘔 酒称《紅》） 

《眉論励吶》（撹慕噐 1848 年恣嘔 酒称《三俠》） 

《隅溺哂俛勧》（撹慕噐 1850 年恣嘔 酒称《兒》） 

《凰囂仟園》（撹慕噐 1906 年 酒称《燕語》） 

《凰奨絃囂》（撹慕噐 1906 年 酒称《燕京》） 

《小額》（撹慕噐 1908 年） 

 

1. 嚥臼奨話鈍倖蒙泣議比較 

太田 1969 双竃阻賠旗臼奨三載嶷勣議鈍倖囂冱蒙泣。厘断遍枠栖心心

《今古》議囂冱頁倦嚥湊弥侭双竃議鈍倖囂冱蒙泣㌢匯崑。 

 

1.1．及 1、及一人各代詞包括形（inclusive）“壑断”才電外形（exclusive）

“厘断”嗤區別。音聞喘“俺”、“壑”。 

《今古》裏冢鯉曝蛍“壑断”才“厘断”。（“壑断”亟恬“断”）。遇拝

短嗤“俺”、“壑”（箭鞘朔中議晩猟為永宀侭咎，參和揖）。 

1）徭貫断蛍返岻朔（p.34） 

我々（聞き手を含む）が、分かれて後、 

2）㌫音宜
ママ

寄悟議吭房、才厘断頁匯倖劔（p.16） 

兄貴の考えが俺達（聞き手を含まない）と同じとは思ってもいなか

った。 

 

1.2. 及 2、嗤介詞“給” 

《今古》裏竃⑬阻載謹介詞“給”。貫凪根吶栖心，寄何蛍燕幣“為蝶蝶”
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議吭房（“蝶蝶”頁“公”朔中議兆簡，參朔委万出恂“公”議塩囂）。

音旋噐“公”議塩囂，匆祥頁剃广万議吭夕議只嗤和中曾倖箭鞘。 

3）麿辛音岑祇掴晞公麿芦貧芝催阻（p.104） 

彼は南晞が彼に目印を付けたとはまったく知りませんでした。 

4）嗽喜着岑⑮勣公麿貧斜漉（Ⅱp.92） 

更に県の長官は彼に責め具をはめようとしました。 

 《⑬旗査囂伊為簡（奐匡井）》p.227 峺竃介詞“給”嗤扮氏恢伏灘吶;

匯倖吭房頁“斤噐～”，総匯倖頁“紋～”。《白水社 中国語辞典》p.187

傍“公麿竃氣阻＝斤麿竃賑阻”。厘断距臥狛《紅》、《兒》、老舎 20 何作

品2) 嶄“給＋N＋竃賑”議箭鞘。宸乂箭鞘脅頁“紋N斤蝶繁亶鯨”，遇短

嗤“斤N亶鯨”議吭房。 

壓《今古》裏嗤泌和箭鞘; 

5）～脅匯馴鎮栖嵶阻恟，公冢社幻徨竃阻賑（Ⅱp.16） 

全員捕らえて処罰し、厳親子のために鬱憤を晴らしてやろう。 

功象參貧宸乂箭鞘，厘断範為初簡“公”才“竃賑”壓匯軟喘議扮昨，

万議根吭㍉噐“紋～”。泌惚勣燕幣“亶鯨”議斤℡夸喘“鎮＋N＋竃氣”

議形式。《今古》裏短嗤宸嶽箭徨。和中哈喘《紅》裏議箭徨。 

6）曳泌椎蛭徨圻頁蛭議，低勣忘广螺匆辛參聞誼，只頁音辛伏賑扮鎮麿

竃賑（碕 31 指 p.422） 

例えばその扇、それは本来扇ぐための物だけど、お前が引き裂いて

遊びたいならそう使ってもいいよ。ただ癇癪を起こした時に、それ（＝

扇子）に当たってはいけないよ。 

《今古》裏議“給”茅阻割輝介詞議喘隈以外，珊嗤參和喘隈。 

●惹囂動詞（叙嗤曾箭） 

7）嗽出瀧健委椎謄瀧性狛栖，公藍湊楠貧阻（p.58） 

それでまた馬丁に馬を引いてこさせ、王太を馬に乗せました。 

●諸俊壓動詞念中議“給”匆載謹。万断脅辛參壓“給”議朔中温紗名

詞。 
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8）型蟻出揃佚委圓姥貧望議椎蛍凸固鎮栖阻，麿牌徭公凸挫阻（p.37） 

房徳は路信に上役用の布団を持って来るように言いつけ、彼が手ず

からきちんと敷き、 

9）揃佚傍吉弌議肇㌫隈徨擴麿断公韮竃栖（p.56） 

路信は、私が何とか方法を講じて奴らを騙して（馬を）引いて来る

のでお待ち下さい、と言った。 

 

1.3. 及 3、聞喘助詞“来着” 

《今古》裏揮廁簡“栖彭”議嗤 6 例。箭泌 

10）伉裏㌫彭恍隅倖絡貧珊才㌢巷揖寛鋒状栖彭（Ⅱp.75） 

昨日は夫と一緒に寝たのを思い出した。 

 

1.4. 及 4、短嗤助詞“哩”，嗤“椿”。 

《今古》裏短嗤“哩”，嗤“椿”、“陳”。“椿”才“陳”贋壓喘隈貧議曝

艶。 

●“椿”効疑問詞匯軟喘，燕幣疑問・郡諒。 

11）頁封担吭房椿（p.5） 

これはどうした訳だろう。 

12）№厘宸倖劔隅，奕担竃肇需繁肇椿（p.1） 

こんないでたちでどうやって人に会いに行けるのか。 

●“陳”燕幣議吭房頁①強恬議贋壓、音延晒，②戻佰斤圭廣吭。 

13）去裏遊嗤匯倖析才賓廷将陳（p.4） 

本殿では一人の老僧が経を読んでいる。 

14）策隼寂算阻宸担匯附仟丗捲音喇議匆強麿議伉陳（p.12） 

突然このように全身新しい服を身にまとい、図らずも彼の心を動か

したのだ。 

1.5. 及 5、嗤燕幣鋤峭議険簡“別”。箭泌; 

15）艇辛艶講（p.10） 
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ゆめお咎めなさいますな。 

 

1.6. 及 6、嗤燕幣殻業議副詞“載”。 

《今古》裏嗤載謹“載”恂彜囂議箭徨，泌“載博”“載浪散”“載悶中”

“載傍誼栖”。宸乂喘隈嚥現代査囂㌢匯崑。珊嗤匯乂喘隈嚥⑬旗査囂嗤

侭音揖。箭泌; 

16）異㍗議仇圭，載状广噌（Ⅱp.5） 

異境の地にあってとても寂しく思われた。 

17）結泉何佰阻，載參葎謎講（Ⅱp.53） 

結吏部は目覚めてからとても奇妙に思った。 

 

  《今古》裏燕幣侘否簡殻業載互扮，謹喘“形容詞＋的＋了不得”、

“載＋形容詞”吉侘塀。緩翌“形容詞＋極了”、“形容詞＋得載”吉侘

塀匆嗤。凪嶄竃⑬恷謹議頁“形容詞＋的＋了不得”，恷富議頁“形容詞

＋得載”，朔宀只嗤 1 倖箭徨。 

18）侭參伉裡遊厚墾殿議阻音誼（p.57） 

それで心中一層恐ろしくなりました。 

19）暁徨裏頁偶自阻（Ⅱp.29） 

お腹はぺこぺこでした。 

20）泌書厘珊約彭然壓宸隅恬郊阻，寔壓頁辛俤誼載（p.34） 

今、私がここで厚かましくも官吏となっているのは恥ずかしい限り

です。 

 

1.7. 及 7、“～多了”喘壓形容詞岻朔，燕幣“……誼謹”議吭房。 

《今古》裏只嗤 1 倖箭徨。 

21）委憶徨阜阻匯阜，劈直阻匯直，辛祥酔謹阻（p.88） 

首を伸ばし、腰を真っ直ぐにするとずっと楽になった。 

太田 1970 峺竃，壓《小額》裏“～多了”音頁燕幣汽歓議比熟，遇頁燕
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幣延晒。箭 21）匆頁燕幣延晒。総翌柾練佚 1997 峺竃，壓《官話指南》

裏“～多了”只嗤 1 例。宸嶽傍隈埋隼壓臼奨三裏贋壓，辛頁貌窄音械

喘。 

 

宥狛貧峰比熟，厘断窟⑬，《今古》議囂冱嚥湊弥侭戻竃議臼奨三鈍

倖蒙泣㌢憲栽。只嗤及鈍泣貌窄賓棋斌閥（只嗤 1 倖箭徨），凪麿光泣頼

畠憲栽。 

 

2. 使役才被動 

2.1. 燕幣使役謹喘“叫”，喘“譲”議只嗤 2 例。“叫”朔中嗤扮揮

“給”，“給”議朔中辛參温貧兆簡（初簡塩囂）。 

●“叫”議使役喘隈（揮“給”） 

22）匆出繁性欺瀧棟裏肇公挫阻（p.31） 

 誰かに馬小屋まで引いて行かせ、餌をやらせればよい。 

●“叫”議使役喘隈（音揮“給”） 

23）圧嶄繍郊委閲佃議措酎姫阻乂（Ⅱp.8） 

 密かに将校に避難してきた民衆を何人か殺させ、 

●“譲”議聞叨喘隈 

24）斑麿恂倖寄悟（p.8） 

 彼に兄貴になってもらい、 

 

2.2. 燕幣被動扮匆械喘“叫”，喘“被”議只嗤 2 例。燕幣瓜強扮音聞

喘“譲”嚥“給”。燕幣瓜強議“叫”朔中謹喘“給”。宸嶽秤趨和，

“給”議朔中音嬬温紗名詞。 

●“叫”議被動喘隈（揮“給”） 

 

25）賜宀葡㌶眞盾餓公脹墾阻（Ⅱp.38） 

 あるいは沈襄は本当に護送人に殺されたのかも知れない。 
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●“叫”議被動喘隈（音揮“給”） 

26）型蟻出麿方鯛阻宸叱鞘（p.3） 

 房徳は女房にこのように小言を言われ、 

●“被”議瓜強喘隈 

27）認嵐艶瓜弌繁侭雌，艶瓜弌旋侭嗾（p.35） 

 決してつまらぬ人間に惑わされたり、小さい利益の誘惑に駆られて

はなりませぬ。 

 

忝貧侭峰，音砿使役鞘珊頁被動鞘，脅辛參壓強簡念中竃⑬“公”。

聞叨鞘裏議“公”朔中辛參温貧兆簡（初簡塩囂），辛頁瓜強鞘裏議

“公”朔中音嬬温貧兆簡。咀緩厘断範葎宸曾倖“公”議喘隈貧贋壓着

云嵎貧議音揖。 

 

 総翌珊嗤匯倖喘“着”栖燕幣被動議箭徨。 

28）椎倖扮昨辛着宸匯⑮議繁脅岑祇阻（p.82） 

 その時には県中の人に知られるところとなり、 

 

3. 塩囂嚥離合詞 

3.1. 動詞嶷京侏才塩囂 

壓《今古》裏汽音節動詞議嶷京侏謹喘“V（了）一 V”侏。揮塩囂議汽

咄准強簡嶷京扮延撹“VO 一 V”。宸倖侘塀才⑬旗噸宥三侘塀（V 一 VO）

音匯崑。 

29）低断欺光侃孀麿匯孀肇（p.27） 

 お前達あちこち奴を捜し回れ。 

 

3.2. 秤蓑温囂嚥塩囂 

壓噸宥三裏秤蓑温囂議“得”諸効壓動詞、形容詞朔中。《今古》裏嗤

“得”忖諸効壓塩囂朔中議箭徨（亟恬“的”）3)。 
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30）麿伉裡遊湖爾川茶議阻音誼（p.23） 

 彼は李勉に心底感謝し、 

 

3.3. 離合詞 

壓噸宥三裏“乙指”宸倖簡音嬬蛍蝕，《今古》裏嬬蛍蝕。 

31）音糊乙麿議指（Ⅱp.62） 

 彼に反駁するだけの勇気がなかった。 

 壓噸宥三裏“着急”、“受刑”嬬蛍蝕，《今古》裏嬬蛍蝕議、音嬬蛍蝕

議脅嗤。 

32）型蟻需麿榔絃隅着阻識阻（p.62） 

 房徳は女房が慌てたのを見て、 

33）寄社枠悳㌫着麼繁油需宸周並音協奕担着識阻（p.92） 

一同、主人がこのことを聞けば恐らくさぞかし慌てるだろうと思っ

ておりましたが、 

34）藍伏祥鞭侈音狛阻（Ⅱp.73） 

王生は拷問に耐えきれず 

35）嫖認川嵐践繁鞭音狛侈阻（Ⅱp.40） 

 張千、李万は拷問に耐えきれず 

 

4. 凪麿囂冱蒙弼 

（1）“糊秤”嚥“糊夸” 

萩心和燕議蛍下（distribution）秤趨。宸曾倖簡頁揖義簡遇猟忖音揖，辛

頁伊嶽臼奨三囂創輝嶄嗤“糊秤”議祥短嗤“糊夸”，郡岻嗤“糊夸”議

祥短嗤“糊秤”。屎挫侘撹亙苧議斤比。《今古》才《紅》、《燕語》、《燕

京》、《小額》匯劔，嗤“糊秤”短嗤“糊夸”（“糊徭”只嗤 1 例）。 

 《紅》 《兒》 《三俠》 《今古》《燕語》《燕京》《小額》《北京》 

糊秤 ○ × × ○ ○ ○ ○ × 

糊夸 × ○ ○ × × × × ○ 

─ 108 ─ 



『北京官話 今古奇觀』の言語について 

《今古》議箭徨 

36）伉裡傍糊秤宸蛤繁頁匯盞徨膿義亜（p.9） 

 心の中で言った、なんとこいつらは強盗集団だったのだ。 

37）壓冀壇裡遊輝倖効叨，椎糊徭頁噴蛍挫阻（p.22） 

 お役所で小使いとなるのでももちろん十分です。 

 

（2）“峻咀”嚥“只咀” 

萩心和燕蛍下秤趨。《今古》議秤趨才《小額》、《北京》匯劔，只嗤“峻

咀”，短嗤“只咀”。 

 《紅》 《兒》 《三俠》 《今古》《燕語》《燕京》《小額》《北京》 

峻咀 ○4) × ○ ○ × × ○ ○ 

只咀 ○ ○ ○ × × × × × 

 

38）峻咀厘断脅頁匯啾岻健、念曾天差匯泣隅竃並栖（p.8） 

 俺達はみんな無鉄砲なものだから、先日あわやへまをするところだ

った。 

 

（3）太田 1964.258 厮峺竃，燕幣軟泣扮臼圭械喘“起、解、打”，掴圭夸

喘“從、由”。《今古》裏喘“起、解、打”。“貫”只嗤 1 例。 

39）軟藍耳議附貧委掴晞俊狛肇（p.94） 

 王吉の体から南晞を受け取り、 

40）藍伏祥盾倪徨裏鎮竃椎淫咢徨栖（Ⅱp.62） 

 王生員はそれから袖口からさっきの銀を取り出し、 

41）嬉繁蛤隅裏祥七竃肇阻（p.110） 

 人混みの中から押し出て行き 

42）貫仇祇和肇（Ⅱp.26） 

 地下道を通って下に行った 
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（4）“形容詞＋非常” 

副詞“非常”壓噸宥三裏恬葎彜囂聞喘。《今古》裏只嗤諸効壓形容詞朔

中議喘隈。 

43）寄社斤琵彭慧雑慧土犯掲械（p.109） 

 みんなは争って花火を上げ、爆竹を鳴らし、とてもにぎやかです。 

44）宸倖頃徨定射埋弌，漕線掲械（p.126） 

 この子は年は小さいが、とても利発です。 

 

（5）“乎輝” 

湊弥 1973，1974 峺竃，壓《離婚》、社会小説《北京》裏載富喘“乎輝”。

隼遇，《今古》裏短嗤“哘乎”、“哘輝”。遇喘“乎輝”。 

45）厘乎輝公㌢忽阻一宸周寄並（Ⅱp.10） 

 私が当然相国殿のためにこの大事件の処理いたします。 

 

（6）“D賜” 

燕幣斑化扮音喘“D聞”，遇喘“D賜”。 

46）D賜甜隼誼彭泣隅焼扉，匆頁音嬬怎阻（p.14） 

 たとえ幾らか酒、肉を得たとしても堪能できる量ではなかった。 

 

（7）“免賜” 

燕幣邪協訳周扮音喘“勣頁”、“泌惚”，遇喘“免賜”。 

47）免賜貧望策隼徒臥，厘心儞椎倖扮昨乎輝奕担一（p.43） 

 もし上役が急に検査したら、お前さんどうするつもりなの。 

 

（8）“音尖氏” 

壓《今古》裏“音尖氏”頁恬匯倖険簡栖喘，燕幣“壓音岑音状岻嶄”

議吭房。宸嶽喘隈壓⑬旗査囂嶄頁短嗤議。輝扮議臼奨三裏頁倦械喘珊

待序匯化深賀。 
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48）音尖氏藍伏壓囿裏厮将嗤磯定議高尚阻（Ⅱp.76） 

 知らぬ間に王生が獄に繋がれて半年あまりが過ぎた。 

 

（9）“派阻” 

太田 1964.263 峺竃，壓臼奨三裏“派阻”燕幣容霞議吭房，辛頁聞喘議

袈律音鴻。 

壓《今古》裏嗤 5 倖箭徨。 

49）派阻頁衣阻恠阻（p.25） 

 おそらく引っ越して行ったのでしょう。 

 

（10）“状彭” 

壓《今古》裏短嗤“状誼”，只喘“状彭”。 

50）伉裏遊宜状彭過吭音肇（p.38） 

 心中むしろ申し訳なく思います。 

 

（11）“遊裏” 

壓《今古》裏喘“遊裏”燕幣“以前”議吭房（壓《紅》、《兒》裏匆頁

泌緩）。 

51）祥頁匯定遊裏栖議椎倖沢議侖呂議人繁（Ⅱp.79） 

 なんと一年前に来たあの生姜売りの呂という人でした。 

 

（12）“潤阻” 

壓《今古》裏喘鞘挑議“潤阻”燕幣“阻並、潤崩”議吭房。 

52）儞酔酔隅議嬉窟麿軟附祥潤阻（p.42） 

 おまえさんがさっさとあしらって出て行かせればそれでおしまいさ。 

 

（13）“謹” 

燕幣“封担扮昨”祥喘“謹”。 

─ 111 ─ 



「文学部紀要」文教大学文学部第 18-1 号 山田忠司 

53）謹頁倖窟治兔（p.3） 

 一体いつ目が出ると言うんだね。 

 

（14）“輝頁” 

燕幣“參葎、參葎頁”議“輝頁”嗤 4 例。 

54）厘輝頁宸倖昂絃議伉故稽才艶繁議音匯劔阻（p.78） 

 私はこの毒婦のはらわたは他人とは違うと思っていた。 

 

（15）“侭” 

燕幣“頼畠”“畠何”扮喘議“侭”，喘誼載謹（湊弥 1964 峺竃宸頁臼奨

三議蒙泣）。 

55）麿咀葎心需型蟻侭短倖試揃隅（p.2） 

彼女は房徳はまったく見込みが無いと考えたので 

 

（16）“嗽喜彭” 

《今古》裏喘“嗽喜彭”燕幣“壅紗貧”議吭房（宸嶽喘隈壓《紅》、《兒》、

《小駆》裏匆嗤）。 

56）嗽喜彭寄社態送彭公麿寉焼（p.14） 

 更にみんなが順番に彼に酒を注ぎます。 

 

（17）壓⑬旗査囂嶄，嗤匯乂険簡（比泌“噴蛍”、“匯直”、“枯諸”吉

吉）朔中匯違音紗“de”，徽頁壓《今古》裏，宸乂険簡朔中紗“de”議

箭徨載謹（《小駆》匆嗤泌緩秤趨）。 

 

噴蛍議凋逗（p.1） 屎噴蛍議音互佶（p.2） 

匯直議竃阻幅峠壇（p.6） 椎曾倖寄査祥委壇孚症議購貧阻（p.7） 

～祥枯諸議竃栖哭俊（Ⅱp.37） 断寄雷議哉焼、寄翠議郭扉（p.10） 
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5. 潤崩囂 

參貧宙亟竃阻《北京官話 今古謎鉱》議囂冱蒙泣。《北京官話 今古謎

鉱》議囂冱音叙頼畠醤姥湊弥 1969 侭戻竃議臼奨三鈍倖蒙泣，遇拝珊啜

嗤臼奨三議凪麿蒙泣。徽短嗤掴圭三議幗謹蒙泣。咀緩厘断可以範為宸

何慕児云貧頁喘臼奨三亟議。輝隼，“臼奨三”匆頁匯嶽曳熟増由議各

柵。凪糞“臼奨三”坪何，咀為仇囃、聞喘宀議芙氏竣蚊吉吉議音揖咀

殆遇侘撹幗謹餓異  。云猟及 4 准侭懐峰議“只咀”才“峻咀”式“糊

秤”才“糊夸”壓蛍下貧議餓異祥傍苧阻宸嶽秤趨。宥狛斤比厘断窟⑬

効《北京官話 今古謎鉱》比熟俊除議頁《小額》。《今古》才《小額》

匆俯竃徭揖匯倖圭冱曝議恬社岻返。宸倖諒籾曳熟複墫。壓割蛍深屬岻

念音嬬煤叟和潤胎。臼奨三坪何議餓異頁匯倖載峙誼冩梢議仁籾。勣斤

宸匯仁籾序佩侮秘議冥網俶勣蛍裂寄楚議彿創。宸頁厘断書朔議冩梢仁

籾。 

 
附註 
1）恬宀金國璞壓高等商業学校付属外国語学校（東京外国語大学議前身）輝狛

査囂縮弗，茅阻《北京官話 今古謎鉱》參翌，麿珊園亟方嶽査囂仁云。 
2）萩歌孚表弥 1998.63 
3）很斎⑮羨寄僥地蔵堂縮娩峺竃，壓清末白話小説《繪芳村》裏嗤揖劔議箭徨。 
4）巉侭巓岑《碕促知》議光井云岻寂議忖鞘餓異載寄。象厘断距臥崛富口浬云

裏嗤“峻咀”。 
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